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広報　常陸大宮　　　　平成２４年１０月号２

歳　入
239億4,611万円
（100％）

源
財
主
自

（30.2％）
源
財
存
依

（69.8％）

市税
49億7,597万円（20.8%）

市 民 税
固定資産税
軽自動車税
た ば こ 税
入 湯 税

20億3,099万円
25億4,716万円
1億   279万円
2億7,763万円
1,740万円

8.5％
10.6％
0.4％
1.2％
0.1％

その他
2億1,707万円（0.9%）

繰越金
10億3,344万円（4.3%）
諸収入
5億8,086万円（2.4%）
使用料及び手数料
2億2,707万円（0.9%）

分担金及び負担金
2億1,551万円（0.9%）

地方交付税
105億554万円（44.0%）

その他
9億6,704万円（4.0%）

国庫支出金
20億3,303万円
（8.5%）

市債
17億9,110万円
（7.5%）

県支出金
13億9,948万円
（5.8%）

土木費
12億6,597万円
（5.7%）

農林水産業費
13億3,373万円
（6.1%）

災害復旧費ほか
30億9,084万円
（14.0%）

決決　
算　
報　
告

決　
算　
報　
告

決　
算　
報　
告

平
成
23
年
度

　

平
成　

年
度
一
般
会
計
・
特
別

２３

会
計
及
び
上
水
道
事
業
会
計
の
決

算
が
、
市
議
会
９
月
定
例
会
で
認

定
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
納

め
て
い
た
だ
い
た
税
金
や
国
・
県

か
ら
の
補
助
金
な
ど
が
ど
の
よ
う

に
使
わ
れ
た
の
か
を
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

　

歳
入
に
つ
い
て
は
、
景
気
の
低
迷

や
東
日
本
大
震
災
の
影
響
に
よ
り

市
民
税
の
個
人
市
民
税
が
減
収
と

な
る
な
か
、
企
業
業
績
の
緩
や
か

な
回
復
に
よ
る
法
人
市
民
税
の
増

収
に
加
え
震
災
復
興
財
源
と
し
て

の
震
災
復
興
特
別
交
付
税
が
交
付

さ
れ
る
な
ど
所
要
の
財
源
を
確
保

し
ま
し
た
。

　　

歳
出
に
つ
い
て
は
、
東
日
本
大

震
災
の
災
害
復
旧
と
し
て
市
道
、

公
営
住
宅
、
保
育
所
、
小
中
学
校

及
び
幼
稚
園
等
の
災
害
復
旧
事

業
、
災
害
復
興
支
援
の
た
め
の
プ

レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
の
発
行
助

成
、
大
震
災
関
係
以
外
で
は
、
地

域
医
療
の
充
実
を
図
る
た
め
の
常

陸
大
宮
済
生
会
病
院
支
援
及
び
医

師
確
保
基
金
を
活
用
し
た
人
材
確

保
修
学
貸
付
け
、
林
業
振
興
の
た

め
の�
井
勝
利
森
を
活
か
し
緑
を

育
む
基
金
の
創
設
、
教
育
環
境
の

充
実
を
図
る
た
め
の
大
宮
西
小
学

市民の皆さんの市税負担額と市の歳出額

１世帯当たり１人当たり区　分
２８８，７８０円１０８，４３７円市税負担額

１，２７９，６４５円４８０，５０８円歳　出　額

※左記の金額は、平成２４年３月３１日現在の住民基本台帳人
口と世帯数（４５，８８８人、１７，２３１世帯）を用いて算出して
います。

市が自主的に収入する財源自主財源
市民の皆さんや市内に事務所などを持つ法人などに納めていただく税金です。
市民税、固定資産税、軽自動車税、たばこ税、入湯税があります。市税

前年度から繰り越したお金です。繰越金
収入の性質により、他の収入科目に含まれない収入をまとめたものです。
延滞金、預金利子、貸付金元利収入、雑入などがあります。諸収入

市の施設の利用や特定の事務により利益を受ける方から、その受益に対する実費負担
的なものとして徴収するお金です。
市営住宅使用料や、住民票の写しの交付手数料などが該当します。

使用料及び手数料

市の行う事業により利益を受ける方から、その受益を限度として徴収するお金で保育
園の保育料などが該当します。分担金及び負担金

国や県から一定の基準に基づき交付される収入依存財源
所得税、法人税、酒税、消費税、たばこ税といった国税の一定割合を財源として、国
が一定基準により市に交付するお金です。地方交付税

特定の事業に対して、経費の全部または一部として国や県から交付されるお金です。国庫支出金及び県支出金
公共施設の整備などの資金として市が、政府・地方公共団体金融機構・銀行などから
調達する長期的な借入金です。市債



広報　常陸大宮　　　　平成２４年１０月号３

民生費
62億6,386万円
（28.4%）

公債費
33億3,333万円
（15.1%）総務費

23億5,890万円
（10.7%）

教育費
23億3,673万円
（10.6%）

衛生費
20億6,619万円
（9.4%）

土木費土木費
12億612億6,597万円597万円
（5.7%）（5.7%）

土木費
12億6,597万円
（5.7%）

農林水産業費農林水産業費
13億3,373万円13億3,373万円
（6.1%）（6.1%）

農林水産業費
13億3,373万円
（6.1%）

災害復旧費ほか災害復旧費ほか
30億9,084万円30億9,084万円
（14.0%）（14.0%）

災害復旧費ほか
30億9,084万円
（14.0%）

歳　出
220億4,955万円
（100％）

＜民生費＞
障がい者・高齢者の福祉充実、子育て支援などの費用
�障害者福祉対策事業
�老人医療給付事業
�子ども手当、保育所費、延長保育・休日保育実
施助成、放課後児童健全育成事業
�母子・父子福祉手当支給事業
�高齢者福祉対策事業
�生活保護事業
�防犯対策事業
�東日本大震災関係災害救助費など

＜公債費＞
過去の借入金の返済等に係る費用
�元金償還
�利子償還

＜総務費＞
地域振興、税金の徴収、選挙等総括的費用
�市内循環バス運行事業
�予約制乗合タクシー運営事業
�総合計画策定事業
�電波遮へい対策事業（地デジ対応アンテナ整備助成）
�区運営費
�徴税対策費、選挙費など

＜教育費＞
学校教育、生涯学習、文化・スポーツ振興などの費用
�小中学校校舎等の環境整備、備品の充実
�山方中学校整備事業
�小学校英語指導員、中学校英語指導助手配置事業
�中学生海外研修事業
�生涯学習推進事業、図書情報館備品購入事業
�スポーツ教室開催事業
�学校給食センター運営費など

＜衛生費＞
保健衛生、広域聖苑管理運営、ごみ収集等に係る費用
�健康診査・予防接種及び結核予防事業
�常陸大宮済生会病院運営安定化支援
�合併処理浄化槽設置整備事業
�広域聖苑管理運営費
�大宮地方環境整備組合負担金
�ごみ収集委託
�災害ごみ処理対策など

＜農林水産業費＞
農林道整備及び農林水産業振興等に係る費用
�土地改良事業等による農道及び排水路整備
�県営負担金事業による基盤整備
�林道整備事業
��井勝利森を活かし緑を育む基金設置
�木造住宅建設助成事業
�森林機能緊急回復整備事業など

＜土木費＞
道路や橋梁、公営住宅などを整備する費用
�市道・橋梁整備事業
�公営住宅、都市公園等管理事業
�公共下水道事業特別会計繰出金など

＜災害復旧費ほか＞
災害復旧、消防設備等の整備、商工振興等に係る費用
�東日本大震災災害復旧事業（市道、公営住宅、
小中学校等）

�台風15号等災害復旧事業
�消防水利（防火水槽・消化栓等）整備事業
�商工会助成事業
�プレミアム付き商品券発行事業補助
�観光振興対策事業
�緊急雇用創出事業など

校
増
築
工
事
実
施
設
計
や
山
方
中

学
校
改
築
工
事
の
着
手
等
、
多
岐

に
わ
た
る
事
業
を
実
施
し
ま
し

た
。
ま
た
、
地
方
債
の
発
行
を
抑

制
し
、
市
債
残
高
縮
減
に
努
め
ま

し
た
。

　

一
般
会
計
の
歳
入
決
算
額
は
２

３
９
億
４
６
１
１
万
円
、
歳
出
決

算
額
は
２
２
０
億
４
９
５
５
万
円

で
、
歳
入
と
歳
出
の
決
算
額
に　
１８

億
９
６
５
６
万
円
の
差
が
あ
り
、

こ
の
う
ち
平
成　

年
度
に
完
了
し

２３

な
か
っ
た
事
業
（
繰
越
事
業
）
に

充
て
る
財
源
８
億
６
９
６
７
万
円

を
除
い
た　

億
２
６
８
９
万
円

１０

は
、
平
成　

年
度
の
一
般
会
計
予

２４

算
へ
繰
り
越
し
て
い
ま
す
。



広報　常陸大宮　　　　平成２４年１０月号４

平成23年度特別会計・上水道事業会計　決算額

差引（Ａ－Ｂ）歳出（Ｂ）歳入（Ａ）会　　計　　名

２億１５３万円４９億９，９２６万円５２億７９万円事業勘定
国民健康保険

１，４０４万円１億６，６４０万円１億８，０４４万円診療施設勘定

５，２２８万円６億３，７７１万円６億８，９９９万円公共下水道事業

５，５０４万円　９５１万円６，４５５万円公営墓地

７，５９９万円７億６，１５２万円８億３，７５１万円農業集落排水事業

４，４３５万円４０億４，５００万円４０億８，９３５万円介護保険

７，１２４万円１０億５，６１３万円１１億２，７３７万円簡易水道事業

８２万円２，６０８万円２，６９０万円宅地造成事業

１７８万円　５，７２８万円５，９０６万円戸別浄化槽整備事業

　　８０２万円９，２４３万円１億４５万円温泉事業

　１０４万円４億１，４６９万円４億１，５７３万円後期高齢者医療

　▲３４７万円６億４，２７５万円６億３，９２８万円収益的収支
上水道事業

▲１億５，８０４万円２億７，２６３万円１億１，４５９万円資本的収支

３億６，４６２万円１３１億８，１３９万円１３５億４，６０１万円合　　　　　計

平成23年度末市債の現在高

現　在　高区　　　　　　　　　　　　　　分

４５億４，８８４万円合併特例事業債
一　

般　

会　

計

４４億２８４万円過疎対策事業債

８８億１，７７５万円臨時財政対策債

７３億８，１９３万円その他

２５１億５，１３６万円一般会計　計　Ａ

７８億１，０３８万円※Ａから地方交付税算入分を除いた市債残高

　１億４，７１６万円国保診療施設勘定

特
別
会
計
・
上
水
道
事
業
会
計

３２億１，９１８万円公共下水道事業

４２億８，７５２万円農業集落排水事業

２億７５１万円戸別浄化槽整備事業

２８億９，９７５万円簡易水道事業

１億５１３万円宅地造成事業

３，１９０万円温泉事業

１１億２，４１３万円上水道事業

１２０億２，２２８万円特別会計等　計　Ｂ

７１億３，１７２万円※Ｂから地方交付税算入分を除いた市債残高

３７１億７，３６４万円合計（Ａ＋Ｂ）

１４９億４，２１０万円※合計（Ａ＋Ｂ）から地方交付税算入分を除いた市債残高

※印の項目は、市債のうち合併特例事業債や過疎対策事業債など、毎年度の元利償還額の一部を地方交付税で補
てんされる市債があり、それらの市債の残高から補てんされる金額を除いて実際に市が負担する見込み額です。

※上水道事業会計の資本的収支の差し引き▲１億５，８０４万円（不足額）は、過年度分損益勘定留保資金等で補てん
しました。



広報　常陸大宮　　　　平成２４年１０月号５

市民１人当たり・１世帯当たりの基金及び市債の現在高

１世帯当たり１人当たり区　　　　分

３１万５千円１１万８千円積立基金
基　

金
７万１千円２万７千円定額運用基金

３８万６千円１４万５千円合計

１４５万９千円
（４５万３千円）

５４万８千円
（１７万円）一般会計

市　

債

６９万８千円
（４１万４千円）

２６万２千円
（１５万５千円）

特別会計＋
上水道事業会計

２１５万７千円
（８６万７千円）

８１万円
（３２万５千円）合計

※左記の金額は、平成２４年３月３１日現在の住民
基本台帳人口と世帯数（４５，８８８人、１７，２３１世
帯）を用いて算出しています。また、市債の
「１人当たり」及び「１世帯当たり」の（　）
書きされる金額を除いています。

ひたまるさんちの家計簿ひたまるさんちの家計簿
　財政用語が難しい、金額のけたが大き過ぎて実感がわかないと言われることが多いので、市の財政状況を身近
に感じてもらえるように、一般会計の決算規模を１／５０００に縮小し、「ひたまるさんちの家計簿」として、例えて
表現してみました。市の財政と家庭の家計簿では仕組みが違い、完全な置き換えが難しいところが多々あること
をご了解ください。
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広報　常陸大宮　　　　平成２４年１０月号６

常陸大宮市の健全化判断比率・資金不足比率常陸大宮市の健全化判断比率・資金不足比率常陸大宮市の健全化判断比率・資金不足比率常陸大宮市の健全化判断比率・資金不足比率常陸大宮市の健全化判断比率・資金不足比率
平成23年度平成23年度

　「地方公共団体の財政の健全化に関する法律（財政健全化法）」に基づき、平成２３年度の健全化判断比率・資金
不足比率を公表します。

　財政健全化法は、地方公共団体の財政の健全性に関する指標の公表制度を設け、その比率に応じて財政の早期
健全化及び財政の再生、公営企業の経営の健全化を図るための必要な対策を実施することにより、地方公共団体
の財政破綻を未然に防ぐことを目的としています。
　早期健全化基準を超えた場合は財政健全化計画を、資金不足比率が経営健全化基準以上になった場合は経営健
全化計画を定めることになります。
　平成２３年度決算に基づき算定された常陸大宮市の健全化判断比率及び資金不足比率は、以下のとおりすべての
指標において基準値を下回り、健全性を維持しました。

備　 　 考経営健全化基準資金不足比率会　 計　 名

資金不足比率は、公営企業会計ごとの資金不
足を、公営企業の事業規模である料金収入の
規模と比較した比率です。

２０．０％

－上 水 道 事 業 会 計

－簡 易 水 道 事 業 特 別 会 計

－公共下水道事業特別会計

－農業集落排水事業特別会計

－戸別浄化槽整備事業特別会計

－宅 地 造 成 事 業 特 別 会 計

資金不足額がないため、資金不足比率は「－」と表示しています。

� � � � � �� � � � � �

備　 　 考
財 政 再
生 基 準

早期健全
化 基 準

健全化判
断 比 率

指　 標　 名

普通会計※２の赤字を標準財政規模※３と比較したものです。２０．００％１２．７６％   －※１実 質 赤 字 比 率

市のすべての会計の赤字や黒字を合算し、標準財政規模と
比較したものです。

３５．００％１７．７６％－連結実質赤字比率

特別会計や一部事務組合等も含めた市の実質的な公債費
を、標準財政規模と比較した３カ年の平均値です。

３５．０％２５．０％１３．３％実質公債費比率

市の借金のほか関係法人等まで含めて市が将来支払わなけ
ればならない債務を、標準財政規模と比較したものです。

３５０．０％７９．１％将 来 負 担 比 率

※１　赤字がないため、実質赤字比率と連結実質赤字比率は「－」と表示しています。
※２　一般会計と公営墓地、温泉事業の２つの特別会計を合わせたものです。
※３　地方公共団体が標準的に収入されると見込まれる市税などの一般財源の規模を示すものです。

��������������



広報　常陸大宮　　　　平成２４年１０月号７

ふるさと応援寄付金のふるさと応援寄付金の
活用状況について活用状況について
ふるさと応援寄付金の
活用状況について

　市では、ふるさとを愛し、応援しようという方の思いを実現するため、ふるさと応援寄付制度を実施しています。
　今回は、主に平成２０年度及び平成２１年度中にお寄せいただいた寄付金を、寄付者のご意向に沿って、平成２３年
度の各種事業に有効活用させていただきましたので、お知らせします。

��������
　市営保育所の充実を図るため、保
育用遊具の購入に要する費用として
活用。

��������
　市民参加による環境美化活動の推
進を図るため、市内一斉クリーン作
戦の実施に要する費用として活用。

��������
　活力ある観光の振興を図るため、
市の魅力を満載した常陸大宮市シ
ティガイドブック、ガイドマップの
作成に要する費用として活用。

��������
　市内の地域資源を活用した体験活
動を通じて、地域への愛着心や生涯
学習の推進を図るため、小学生を対
象とした元気っ子・サマーキャンプ
事業の実施に要する費用として活用。

　東日本大震災からの復旧・復興に
役立てるため、放射線測定器の購入
に要する費用として活用。
（平成２３年度寄付金のうち３万円を
充当）

　高齢者などの安全・安心の確保を
図るため、かかりつけ医や服薬内容
などの医療情報を入れた容器「救急
医療情報キット」の購入に要する費
用として活用。

��������

��������������������	
�������������	
���

�������	
����

�����

�������	
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�����
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広報　常陸大宮　　　　平成２４年１０月号８

市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市

議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議

会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会

定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定

例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例

会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会

市
議
会
定
例
会

市
議
会
定
例
会

市
議
会
定
例
会

　　

平
成　

年
第
３
回
常
陸
大
宮
市
議
会

２４

定
例
会
が
、
９
月
３
日
か
ら　

日
ま
で

２６

開
会
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
定
例
会
で
、

次
の
議
案
の
審
議
が
行
わ
れ
、
そ
れ
ぞ

れ
認
定
及
び
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　�
市
長
提
出
議
案�

　

平
成

年
度
決
算

　

平
成　

年
度
決
算 

２３２３

○
常
陸
大
宮
市
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算

ほ
か
特
別
会
計
（　

会
計
）
歳
入
歳
出

１１

決
算
の
認
定
に
つ
い
て

条

例

　

条　
　
　

例 

○
常
陸
大
宮
市
暴
力
団
排
除
条
例

○
常
陸
大
宮
市
移
動
通
信
用
鉄
塔
施
設
の

設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

○
常
陸
大
宮
市
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤

の
も
の
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

○
常
陸
大
宮
市
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

○
常
陸
大
宮
市
火
災
予
防
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

平
成

年
度
補
正
予
算

　

平
成　

年
度
補
正
予
算 

２４２４

○
常
陸
大
宮
市
一
般
会
計
補
正
予
算
ほ
か

特
別
会
計
（
７
会
計
）
補
正
予
算

そ

の

他

　

そ　

の　

他 

○
城
北
地
方
広
域
事
務
組
合
の
解
散
に
つ

い
て

○
城
北
地
方
広
域
事
務
組
合
の
解
散
に
伴

う
財
産
処
分
に
つ
い
て

○
那
珂
地
方
公
平
委
員
会
規
約
の
変
更
に

つ
い
て

○
茨
城
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
規

約
の
変
更
に
つ
い
て

○
指
定
金
融
機
関
の
指
定
に
つ
い
て

○
市
道
路
線
の
廃
止
に
つ
い
て

　

平
成　

年
度
第　

回
下
水
道
の
日
「
下

２３

５１

水
道
い
ろ
い
ろ
コ
ン
ク
ー
ル
」
の
作
文
部

門
で
入
選
し
た
美
和
小
学
校
３
年
生
（
応

募
当
時
）
大
瀧 
唯  
斗 
く
ん
が
、
９
月
４
日
、

ゆ
い 
と

報
告
の
た
め
市
役
所
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
全
国
の
小
中
学

生
及
び
一
般
の
方
を
対
象
に
、
９
月　

日
１０

の
「
下
水
道
の
日
」
に
ち
な
み
、
下
水
道

に
興
味
を
持
ち
、
理
解
を
深
め
、
下
水
道

の
健
全
な
発
達
に
役
立
つ
こ
と
を
目
的
と

し
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

部
門
応
募
総
数
は
１
１
０
２
点
で
し
た
。

下
水
道
い
ろ
い
ろ
コ
ン
ク
ー
ル
で
入
選

　

９
月
４
日
、
２
０
１
２
年
度
県
救
急
医

療
功
労
者
知
事
表
彰
式
が
県
庁
で
行
わ

れ
、
団
体
の
部
で
常
陸
大
宮
市
消
防
本
部

が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
表
彰
は
、
救
急
の
日
（
９
月
９
日
）

を
含
む
救
急
医
療
週
間
（
今
年
度
は
９
月

９
日
〜　

日
）
に
合
わ
せ
、
１
９
８
３
年

１５

か
ら
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　

６
団
体
と
個
人　

人
に
表
彰
状
が
贈
ら

３３

れ
ま
し
た
。

常
陸
大
宮
市
消
防
本
部
が

　
　
　
　
　

表
彰
さ
れ
ま
し
た



広報　常陸大宮　　　　平成２４年１０月号９

　

８
月　

日
か
ら　

日
ま
で
３
泊
４
日
の

２１

２４

日
程
で
、
旧
盛
金
小
学
校
を
主
会
場
と
し

て
、「
元
気
っ
子
・
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
」

が
行
わ
れ
、
市
内
小
学
５
年
生　

人
（
男

３０

　

・
女　

）
が
参
加
し
ま
し
た
。

１５

１５

　

地
元
の
盛
金
Ｗ
Ａ
Ｃ
協
議
会
の
全
面
的

な
協
力
を
い
た
だ
き
、
熊
の
山
登
山
や

小
石
で
ア
ー
ト
な
ど
、
盛
り
だ
く
さ
ん

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
体
験
し
、
テ
ン
ト
で
の

宿
泊
も
楽
し
み
ま
し
た
。
猛
暑
の
な
か
、

子
ど
も
た
ち
は
元

気
よ
く
頑
張
り
ま

し
た
。

　
「
自
分
た
ち
で

協
力
し
て
作
っ
た

食
事
が
と
て
も
お

い
し
か
っ
た
」
な

ど
の
感
想
が
多
く

あ
り
ま
し
た
。

常
陸
大
宮
市
の
元
気
っ
子
が

　
　
　
　
　
　

サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ

　

８
月　

日
、夏
休
み
工
作
教
室「
お
し
ゃ

２４

れ
な
動
物
た
ち
」
が
図
書
情
報
館
で
開
催

さ
れ
、
市
内
の
小
学
生
約　

人
が
参
加
し

３０

ま
し
た
。

　

参
加
し
た
児
童
た
ち
は
、
野
沢
二
郎
先

生
の
指
導
の
も
と
、
針
金
や
新
聞
紙
を

使
い
、
う
さ
ぎ
や
馬
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ

好
き
な
動

物
を
上
手
に

表
現
し
、
持

ち
寄
っ
た
端

切
れ
な
ど
を

貼
り
付
け
、

お
し
ゃ
れ
な

動
物
た
ち
を

完
成
さ
せ
ま

し
た
。

お
し
ゃ
れ
な
動
物
が
で
き
ま
し
た

　

８
月　

日
、
子
ど
も
た
ち
を
対
象
に
水

２６

郡
線
を
利
用
し
た
「
常
陸
大
宮
市
民
号
」

が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
市
民
相

互
の
親
和
と
水
郡
線
利
用
の
促
進
・
啓
発

を
図
る
た
め
に
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

　

１
３
６
人
の
参
加
者
は
市
内
の
４
つ
の

駅
（
山
方
宿
・
野
上
原
・
玉
川
村
・
常
陸

大
宮
駅
）
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
乗
車
し
水
戸
駅

へ
向
か
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
水
戸
駅
か

ら
常
磐
線
に
乗
り
換
え
上
野
駅
へ
。
目
的

地
の
国
立
科
学
博
物
館
で
は
自
由
行
動
で

思
い
思
い
の
時
間
を
過
ご
し
、
楽
し
い
ひ

と
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。
普
段
は
水
郡
線

を
利
用
す
る
機
会
は
少
な
い
と
い
う
方
が

ほ
と
ん
ど
で
し
た
が
、
水
郡
線
の
利
便
性

を
経
験
す
る
こ
と
が
で
き
た
旅
と
な
り
ま

し
た
。

市
民
号
で
国
立
科
学
博
物
館
へ



広報　常陸大宮　　　　平成２４年１０月号１０

　

９
月　

日
、
し
い
た
け
栽
培
農
家
で
構

１３

成
す
る
茨
城
み
ど
り
農
業
協
同
組
合
椎
茸

部
会
（
部
会
長　

関
博
司
）
は
し
い
た
け

原
木
除
染
機
の
試
運
転
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

こ
の
機
械
は
し
い
た
け
栽
培
に
使
用
す

る
原
木
に
水
を
高
圧
で
吹
き
か
け
、
内
蔵

ブ
ラ
シ
で
洗
浄
し
、
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
を

低
減
さ
せ
る
も
の
で
、
市
及
び
Ｊ
Ａ
の
補

助
に
よ
り
、
２
台
購
入
し
ま
し
た
。

　
　

月
か
ら
の
実
証
実
験
を
前
に
、
試
運

１０
転
が
行
わ
れ
、
多
く
の
し
い
た
け
栽
培
農

家
の
方
が
集
ま
り
ま
し
た
。

し
い
た
け
原
木
除
染
機
の

　
　
　
　

試
運
転
を
行
い
ま
し
た

▲ごろごろ回転し、除染される原木

　

敬
老
の
日
に
あ
た
り
、
９
月　

日
と　

１８

２７

日
と　

日
、
市
長
、
副
市
長
、
保
健
福
祉

２８

部
長
が
、
１
０
０
歳
以
上
の
ご
長
寿
の

方
々
を
訪
問
し
、
市
及
び
市
社
会
福
祉
協

議
会
か
ら
祝
い
金
や
記
念
品
を
贈
り
し
ま

し
た
。
そ
し
て
、
今
年
度
１
０
０
歳
を
迎

え
ら
れ
る
方
に
は
、
内
閣
総
理
大
臣
と
県

知
事
か
ら
の
褒
状
・
記
念
品
を
贈
り
長
寿

を
お
祝
い
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
市
内
各
地
域
で
、
市
内
在
住
の

　

歳
以
上
の
方
を
招
い
て
長
寿
の
お
祝
い

７５の
会
が
催
さ
れ
ま
し
た
。

長
寿
を
祝
っ
て

　
　

〜
各
地
で
敬
老
会
開
催
〜

▲美和地域敬老会

　

９
月
１
日
現
在
、
市
内
の　

歳
以
上
の

６５

人
口
は
１
３
４
３
７
人
で
、
う
ち
１
０
０

歳
以
上
の
方
は　

人
（
男
性
７
人
、
女
性

４５

　

人
）
で
昨
年
よ
り
３
人
増
え
ま
し
た
。

３８
　

次
の
表
は
、
平
成　

年
度
中
の
１
０
０

２４

歳
以
上
の
皆
さ
ん
で
す
。

市内100歳以上の皆さん市内100歳以上の皆さん

氏　　名　（住所）年齢氏　　名　（住所）年齢

只　野　や　ゑ（上岩瀬）
石　川　く　に（塩　原）
黒　沢　みつ子（野　上）
樫　村　か　ね（　泉　）
青　山　キクノ（檜　山）
古　室　ハツ子（秋　田）
大　槻　き　み（下　町）
大　武　シ　ナ（千　田）
猪　野　ハンノ（野　口）
君　嶋　す　て（小　野）
圷　　　　　誠（　泉　）
野　上　キ　ヌ（八　田）
石　川　魁　治（下檜沢）
�　沢　カ　ト（野口平）
平　塚　定　�（上檜沢）
萩　谷　ヨ　子（上　町）
木　村　ミサヲ（氷之沢）
小　室　ト　ク（千　田）
�　岡　ウメノ（上　町）

１００
１００
１００
１００
９９
９９
９９
９９
９９
９９
９９
９９
９９
９９
９９
９９
９９
９９
９９

小野�　く　に（山　方）
鹿　島　　　一（野　上）
�　野　サ　キ（野口平）
�　澤　　　節（諸　沢）
桑　名　ト　ミ（下檜沢）
金　子　ふちの（鷹　巣）
長　山　ヒ　テ（下小瀬）
小　林　り　ゑ（野　口）
川　野　秀　雄（鷲　子）
青　山　はるの（檜　山）
渡　辺　ふ　さ（照　山）
野　上　み　さ（八　田）
小　泉　よ　ね（鷹　巣）
藤　田　け　さ（鷹　巣）
岡　�　よ志の（上小瀬）
小　野　と　し（中　居）
立　原　と　き（西野内）
須　能　し　ん（　泉　）
金　沢　ス　ガ（下　町）
相　河　タ　マ（高　部）
木　村　あ　�（舟　生）
小　林　よ　ね（小　場）
青　�　き　く（下檜沢）

１０７
１０５
１０４
１０４
１０４
１０３
１０３
１０３
１０２
１０２
１０２
１０２
１０１
１０１
１０１
１００
１００
１００
１００
１００
１００
１００
１００

９月１日現在　　敬称略

※掲載を希望されない方の氏名は掲載していま
せん。



広報　常陸大宮　　　　平成２４年１０月号１１

�������	
�����

　昨年秋から、フェイスブック※を始
めました。インターネットにはあま
り詳しくありませんでしたが、これは
安全なものだとわかり挑戦し、それが
今、驚くような結果になっています。
　フェイスブックは、世界中とつな
がりますが、もちろん常陸大宮の人
たちともつながることができます。
今般、市内でフェイスブックを利用

している人たちと数人で「常陸大宮FB会」というグ
ループを作りました。その結果、常陸大宮市の世代・
職業・性別を超えた人たちがどんどん集まり、その輪
は更に成長中です。この交流はインターネットの世界
を超えて、実際の対面交流へと発展し、地元への貢献を
しようと会発案で作成したアユのステッカーは大好評。
　私たちの理美容業界でもフェイスブックの活用を強
く推奨していて、この動きは全国的なものになりつつ
あり、仕事にも大いに役立っています。
　インターネットを活用した今までにない、自由で緩
やかなつながりが、常陸大宮市を活性化していくかも
しれません。
※パソコンや携帯電話等を通して行う、登録制によるコミュニケー
ションツール。
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 ▲優勝したCLUBウィングスの皆さん
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広報　常陸大宮　　　　平成２４年１０月号１２

市 政 研 究 サ ー ク ル 発 足

　

常
陸
大
宮
市
は
、
環
境
基
本
計
画
に
基

づ
き
、
市
民
、
事
業
者
、
行
政
が
お
互
い

に
協
力
し
、豊
か
な
自
然
環
境
を
保
全
し
、

将
来
世
代
に
引
き
継
い
で
い
く
た
め
「
環

境
に
や
さ
し
い
ま
ち
」
宣
言
を
行
う
と
と

も
に
、環
境
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に「
エ

コ
ア
ク
シ
ョ
ン　

」
の
認
証
を
取
得
し
、

２１

環
境
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
の
度
環
境
対
策
の
一
環
と
し
て
、
電
気

自
動
車
１
台
を
導
入
し
ま
し
た
。
Ｃ
Ｏ
２

排
出
ゼ
ロ
に
よ
り
環
境
負
荷
の
低
減
を
図

る
ほ
か
、
市
職
員
が
公
用
車
と
し
て
活
用

し
な
が
ら
、
環
境
に
や
さ
し
い
電
気
自
動

車
の
普
及
と
推
進
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

電
気
自
動
車
導
入

　

ま
た
、
公
用
車
専
用
の
充
電
器
を
市
役

所
駐
車
場
の
車
庫
に
設
置
し
ま
し
た
。
市

民
の
方
か
ら
緊
急
の
要
請
が
あ
っ
た
場
合
、

利
用
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
み
わ
★
ふ

る
さ
と
館
北
斗
星

（
道
の
駅
み
わ
）
に

も
充
電
器
が
設
置
さ

れ
ま
し
た
。
利
用
は

同
館
営
業
中
に
限
ら

れ
、
無
料
で　

分
間

９０

充
電
で
き
ま
す
。
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▲北斗星に設置
された充電器
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　市の政策課題等について調査・研究を行い、政策提言していくことを目的とした市政研究サークルが、
１６人の職員の参加のもと、８月２９日に発足しました。
　このサークルは、４０歳未満の職員を対象とし、職員の自主活動の場として設置され、活動は勤務時間外
に行い、職員が持ち寄ったテーマごとにグループとなり、調査・研究等を行っていきます。これらの活動
を通して、職員相互で刺激し合い、成長していくとともに、個々の政策立案能力が高まることに期待をし
ています。

�����
　常陸大宮市が抱える少子化、高齢化、過疎化、市の一体化等の課題や取り組んでいる施策など市の政
策課題について調べ、考え、共有し、問題解決のための新たな政策やアイデアを生み出すために学習や
研究活動を行います。
　活動によって得られた成果については、職員提案と
して提案していきます。

�������	
����
１  市政の政策形成に関すること
２  市民サービスの向上に関すること
３  事務の能率の向上に関すること
４  経費の削減または収入の増加に関すること
５  執務環境の向上に関すること
６  その他市の行政運営に関すること ▲発足式の様子
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御
前
山
ダ
ム
は
、
農
林
水
産
省
で
造
っ

た
農
業
用
水
の
ダ
ム
で
、
平
成　

年
に

１０

着
工
し
、
平
成　

年
に
工
事
が
完
了
し
ま

２３

し
た
。

　

昨
年
７
月
か
ら　

月
に
か
け
て
試
験
湛

１２

水
を
行
い
、
そ
の
結
果
、
ダ
ム
や
ダ
ム
湖

周
辺
に
異
状
が
無
い
こ
と
が
確
認
で
き
た

た
め
、
今
年
９
月
よ
り
水
を
貯
め
始
め
ま

し
た
。

　

ダ
ム
が
満
水
に
な
り
、
運
用
が
開
始
さ

れ
る
と
ダ
ム
の
水
は
、
常
陸
大
宮
市
の
ほ

か
城
里
町
、
水
戸
市
、
那
珂
市
、
茨
城
町
、

ひ
た
ち
な
か
市
、
大
洗
町
、
東
海
村
の
田

畑
で
使
用
さ
れ
ま
す
。

御
前
山
ダ
ム
貯
水
開
始
に
つ
い
て

御
前
山
ダ
ム

　

型　
　
　

式　

ロ
ッ
ク
フ
ィ
ル
ダ
ム

　

総
貯
水
容
量　

７
２
０
万�

　

堤　
　
　

高　
　
�５２

　

堤　
　
　

長　

２
９
８�

　

最
大
取
水
量　

約
４�
／
秒

�
問
い
合
わ
せ�

　

関
東
農
政
局
那
珂
川
沿
岸

 

農
業
水
利
事
業
所　

 

�
０
２
９－

２
２
７－

７
５
７
１

い
ず
み
も
ゆ
く
in
青
森

　

本
市
の
泉
坂
下
遺
跡
出
土
品
が
出
展
中

の
「
発
掘
さ
れ
た
日
本
列
島
２
０
１
２
」

展（
詳
細
は
広
報
常
陸
大
宮
６
月
号
掲
載
）

の
近
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

８
〜
９
月
は
、
青
森
県
で
展
示
さ
れ
、

ひ
と
き
わ
目
立
つ
人
面
付
土
器
が
注
目
を

浴
び
て
い
ま
し
た
。

　

今
後
は
静
岡
、
大
阪
、
鳥
取
で
展
示
さ

れ
る
予
定
で
す
。

▲青森での展示の様子

▲試験湛水中の状況（平成２３年１０月撮影）
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救急救命士の救命処置範囲拡大に向けて救急救命士の救命処置範囲拡大に向けて救急救命士の救命処置範囲拡大に向けて救急救命士の救命処置範囲拡大に向けて
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＊ヘモグロビンA1c…１～２カ月間の血糖状態を示す値
＊ＬＤＬ…動脈硬化を引き起こす強力な危険因子のことで、悪玉コレステロールとも呼ばれる
＊eGFR…腎臓がどれくらい老廃物を尿へ排泄する能力があるか示す値
＊クレアチニン…血液中に存在する老廃物の一種。本来は尿中に排泄されるが、腎機能の低下により、
　血中に蓄積される。腎機能が正常に機能しているかどうかわかる指標    

0%
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40%

80%

60%

100%

40 ～ 49歳 50～ 59歳 60～ 69歳 70～ 74歳

0%

20%

40%

80%

60%

100%

40 ～ 49歳 50～ 59歳 60～ 69歳 70～ 74歳
■ 血圧　■ ヘモグロビンA1c　■ LDL　■ eGFR　■ クレアチニン　■ 尿蛋白　■ 尿酸値

■ 血圧　■ ヘモグロビンA1c　■ LDL　■ eGFR　■ クレアチニン　■ 尿蛋白　■ 尿酸値

男　性

女　性

特定保健指導は特定保健指導は
あなたの健康づくりを応援しますあなたの健康づくりを応援します

特定保健指導は
あなたの健康づくりを応援します

　平成２３年度に特定健診を受けた結果について、基準値を超えた方の割合を男女別・年齢別にまとめました。

�問い合わせ�　健康推進課　〔総合保健センター（かがやき）内〕　�５４－７１２１
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山
方
総
合
支
所
の
裏

手
、
商
工
会
山
方
支
所

の
建
物
の
南
に
大
き
な

五
輪
塔
が
あ
り
ま
す
。

五
輪
塔
は
中
世
か
ら
江

戸
時
代
頃
ま
で
供
養
塔

や
墓
塔
と
し
て
造
ら
れ

て
き
た
石
塔
で
す
。

　

五
輪
塔
は
そ
の
名
の

と
お
り
、
五
つ
の
部
位

か
ら
で
き
て
い
て
、
上

か
ら
「 
空  
輪 
」「 
風  
輪 
」

く
う 
り
ん 

ふ
う 
り
ん

「 
火  
輪 
」「 
水  
輪 
」「 
地  
輪 
」
と
呼
ば
れ
て
い

か 
り
ん 

す
い 
り
ん 

ち 
り
ん

ま
す
。（
左
図
）

　

五
輪
塔
は
仏
教
思
想
に
基
づ
い
て
中
国

ま
た
は
イ
ン
ド
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

山
方
の
五
輪
塔
は
高
さ
１
８
７
セ
ン

チ
、
最
大
幅　

セ
ン
チ
と
大
変
大
き
な
も

７７

の
で
、 
凝  

ぎ
ょ
う 

灰  
質  
砂  
岩 
で
で
き
て
い
ま
す
。

か
い 
し
つ 
さ 
が
ん

こ
の
石
材
は
市
内
諸
沢
を
始
め
と
し
て
周

辺
で
産
出
す
る
も
の
で
、
入
手
し
や
す
い

石
材
を
使
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
	



　

で
は
、
こ
の
五
輪
塔
は
誰
を
供
養
し
た

も
の
な
の
で
し
ょ
う
か
。

　

地
元
で
は
、
常
陸 
大 だい 
掾 
氏
で
鹿
島
城

じ
ょ
う

（
鹿
嶋
市
）
の
城
主
「
鹿
島 
清  
房 
」
の
も
の

き
よ 
ふ
さ

と
伝
わ
り
ま
す
。
こ
の
五
輪
塔
は「
清
房
さ

ん
」と
呼
ば
れ
大
切
に
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

戦
国
時
代
後
半
、
常
陸
北
部
を
手
中
に

収
め
た
佐
竹
氏
が
、
常
陸
南
部
を
平
定
す

る
た
め
に
在
地
の
勢
力
を
一
掃
し
た
と
さ

れ
る
、
い
わ
ゆ
る
「
三
十
三
館
仕
置
き
」

と
い
う
事
件
が
あ
り
ま
し
た
。
天
正
十
八

年
（
一
五
九
〇
）、
佐
竹
二
十
代
の 
義  
宣 
は

よ
し 
の
ぶ

水
戸
城
、
府
中
城
を
攻
め
落
と
す
と
、
翌

年
に
は
常
陸
南
部
の
鹿
行
地
域
の
領
主
鹿

島
氏
や
中
居
氏
、 
烟  
田 
氏
ら
と
同
行
し
た

か
ま 
た

子
や
近
臣
を
太
田
城
に
招
き
、
宴
席
と
見

せ
か
け
て
殺
害
し
た
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。（
招
い
た
口
実
や
殺
害
場
所
に
つ
い

て
は
諸
説
が
あ
り
ま
す
）
そ
の
後
、
ほ
ど

な
く
し
て
こ
の
地
は
佐
竹
氏
に
制
圧
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
常
陸
北
部
の
佐
竹

贔
屓
と
は
対
照
的
に
、
今
で
も
鹿
行
地
域

の
人
々
は
佐
竹
氏
を
快
く
思
っ
て
い
な

い
、
と
い
う
話
も
聞
き
ま
す
。

　

さ
て
、
こ
の
う
ち
鹿
島
城
主
に
つ
い
て

は
太
田
城
で
は
な
く
、
山
方
城
で
殺
害
さ

れ
た
、
と
す
る
説
も
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。

五
輪
塔
が
常
安
寺
の
墓
域
に
あ
る
（
山
方

城
の
登
城
口
か
ら
移
動
）
の
は
そ
の
た
め

で
す
。

　

し
か
し
、
史
料
上
で
確
認
で
き
る
戦
国

末
期
の
鹿
島
城
主
は「
清
秀
」（
又
六
郎
）で

あ
り
、「
清
房
」
と
い
う
人
物
の
存
在
は
確

認
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

五
輪
塔
の
主
は
ど
の
よ
う
に
伝
え
ら
れ

て
き
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　

水
戸
市
の
和
光
院
に
伝
わ
る
「
和
光
院

過
去
帳
」
に
は
、
殺
害
さ
れ
た
城
主
た
ち

の
名
前
を
書
き
上
げ
て
「
鹿
島
殿
父
子
、

カ
ミ
、
島
崎
殿
父
子
…
已
上
十
六
人
」
と

の
記
載
が
あ
り
ま
す
が
、「
鹿
島
殿
」
の
名

前
は
明
記
さ
れ
ま
せ
ん
。
江
戸
時
代
後
半

の
学
者
中
山
信
名
が
ま
と
め
た
地
誌
「
新

編
常
陸
国
誌
」
で
は
、
地
元
の
伝
承
と
同

じ
く
「
鹿
島
清
房
墓
」
と
表
記
さ
れ
る
一

方
、
清
房
は
襲
撃
に
遭
い
諸
沢
村
の
会
沢

 
刑  

ぎ
ょ
う 
部 
の
家
に
か
く
ま
わ
れ
る
も
、
会
沢
の

ぶ
裏
切
り
の
た
め
殺
害
さ
れ
、
祟
り
を
恐
れ

た
会
沢
氏
に
よ
っ
て
五
輪
塔
が
建
立
さ
れ

た
と
記
さ
れ
ま
す
。

　

同
じ
頃
に
水
戸
藩
の
郡
方
役
人
加
藤
寛

斎
が
書
い
た
地
誌「 
北  
郡  
里  
程  
間  
数  
之  
記 
」

ほ
く 
ぐ
ん 
り 
て
い 
け
ん 
す
う 
の 

き

で
は
、
こ
の
五
輪
塔
を
「
城
主
左
貫
土
佐

守
ノ
墳
墓
」
で
あ
る
と
村
人
が
い
っ
て
い

る
、
と
記
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
水
戸
藩
の
学
者
小
宮
山 
楓  
軒 
は

ふ
う 
け
ん

文
化
四
年
（
一
八
〇
七
）
に
ま
と
め
た
地

誌
「
水
府
史
料
」
の
山
方
の
「
五
輪
石
塔
」

の
項
で
「
佐
竹
氏
南
方
の
諸
館
主
を
滅
さ

れ
し
時
、
山
方
能
登
守
に
命
じ
、
此
地
に

て
鹿
島
十
郎
治
時
を
害
さ
れ
し
と
云
。」と

記
し
て
い
ま
す
。

　

和
光
院
文
書
以
外
の
三
点
の
資
料
は
、

江
戸
時
代
後
半
の
そ
う
遠
く
な
い
と
思
わ

れ
る
時
期
に
ま
と
め
ら
れ
た
も
の
で
す

が
、
記
述
は
か
な
り
ま
ち
ま
ち
で
す
。

　

諸
説
伝
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
が
、
移
動

を
経
な
が
ら
も
大
切
に
供
養
さ
れ
て
き
た

五
輪
塔
に
は
、
征
伐
さ
れ
た
南
館
城
主
た

ち
を
哀
れ
む
、
佐
竹
贔
屓
の
当
地
の
人
々

の
気
持
ち
が
込
め
ら
れ
て
い
る
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

歴
史
民
俗
資
料
館
大
宮
館　

�
　

－

１
４
５
０

５２

�
�
�
�
�
�

空輪

風輪

火輪

水輪

地輪

▲五輪塔図解

▲鹿島城（鹿嶋市教育委員会提供）

▲山方の五輪塔
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防火の備えは万全ですか？

我が家の防火安全度チェック表
　皆さんはどんなことから火災になるか知っていますか。火災から家族や住まいを守るため、火災
にならないための対策を原因ごとにまとめました。チェックした結果、「はい」の項目が多いほど安
全度が高いことになります。「いいえ」と答えた項目については、改善するようにしましょう。

ココンンロロ火火災災ににつついいてて
　�コンロの周りには、燃えやすいものを置かないようにしている。　　　　　はい／いいえ
　�揚げ物をしている時は、その場を離れないようにしている。　　　　　　　はい／いいえ
　�台所を離れる時は、必ず火を消すようにしている。　　　　　　　　　　　はい／いいえ

電電気気器器具具火火災災ににつついいてて
　�電化製品は使用上の注意をよく読んでから使っている。　　　　　　　　　はい／いいえ
　�電気コードを家具など重いものの下敷きにしていない。　　　　　　　　　はい／いいえ
　�たこ足配線にしていない。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　はい／いいえ
　�コンセントのプラグにほこりが溜まらないように定期的に清掃している。　　はい／いいえ

放放火火火火災災ににつついいてて
　�家の周りに燃えやすいものを置かないようにしている。　　　　　　　　　はい／いいえ
　�物置などに鍵をかけている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　はい／いいえ
　�ごみは収集日の朝に出すようにしている。　　　　　　　　　　　　　　　はい／いいえ

住住宅宅用用火火災災警警報報器器・・消消火火器器ににつついいてて
　�住宅用火災警報器を設置している。　　　　　　　　　　　　　　　　　　はい／いいえ
　�消火器を準備し、使い方も知っている。　　　　　　　　　　　　　　　　はい／いいえ

そそのの他他
　�マッチやライターは、子どもの手の届かない所に保管している。　　　　　はい／いいえ
　�家族で防火防災について話し合ったことがある。　　　　　　　　　　　　はい／いいえ
　�地域で行われる防火・防災訓練に参加したことがある。　　　　　　　　　はい／いいえ

あなたのご家庭の防火防災対策はいかがでしたか？
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2012年度全国統一防火標語

消すまでは　出ない行かない　離れない

全国秋の火災予防運動　11月９日～11月15日
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セイタカアワダチソウの生息域の拡大防止にご協力を！
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健  康
通  信
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御前山ビオトープ周辺の植物等御前山ビオトープ周辺の植物等

単子葉植物
オモダカ科オモダカ属
花期８～ 10月頃

アギナ
シ

アギナ
シ
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TEL  0295（52）1111 FAX  0295（53）6010
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U R L http://www.city.hitachiomiya.lg.jp/

マイナスカーボン・プリンティングシステムズ

1 2 0.48
（出典：林業白書）

高さ
22ｍ

直径
26cm

0021

34.65kgのCO2削減量とは
樹齢50年（高さ22ｍ・直径26cm）の杉の木約2.48本分が
1年間に吸収するCO２量に匹敵します。

　１０月１６日、ひたまるは誕生日を迎え、今後も市のＰＲを頑張ろうと
決意を新たにし、ゆるキャラグランプリ２０１２にエントリーしました。
　これは、ご当地のマスコットキャラクターを通じ、それぞれの郷土
に触れることを目的として開催されていて、インターネットによる投
票が１１月１６日まで行われています。全国のゆるキャラ達を応援してみ
ませんか。　
◇投票について◇
パソコン・スマートフォンから投票する場合は、投票ＩＤの登録が必要になります。
（登録する際、メールアドレスが必要）
携帯から投票する場合、投票ＩＤの登録は必要ありません。　
ＵＲＬ（パソコン　http://www.yurugp.jp/　携帯電話　http://yurugp.jp/mb/index.php）
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　水田などに生える多年生。オモダカに葉も花
もよく似ていますが、葉はオモダカよりもずっ
と細身でスマートです。
　花は夏に花茎を出して３個ずつ輪生し、下部
に雌花、上部に雄花を付けます。
　夏の終わりから秋にかけて、根元に多数の球
芽（むかご）を付け、それによって栄養繁殖と
越冬を行います。
　名前の由来は、若い葉が分裂せず、へら形で
あることを 顎 がないことに例えた「顎無し」か

あご

ら転じたものです。
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　８月２６日、第８回常陸大宮市消防ポンプ操法競
技大会が辰ノ口のおおみや消防広場で開催されま
した。
　この大会は、消防団員の消防用機械器具操作の
技術の向上と士気高揚を目的として行われている
もので、競技は２部門で行われ、ポンプ車操法の
部、小型ポンプ操法の部、共に美和地域の第１２分
団が優勝を飾りました。

　また、優勝分団は９月３０日に北茨城市で行われた
県北地区大会に市の代表として出場し、ポンプ車操
法の部は準優勝、小型ポンプ操法の部は３位に輝き
ました。さらに、優秀選手賞をポンプ車操法の部で指
揮者小�修さん、一番員大瀧大雅さん、小型ポンプ
操法の部で指揮者加藤智久さんが受賞しました。
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１０/１６現在、ひたまるは４３６位

▲両部門で優勝した第１２分団の皆さん

〈スマートフォン〉 〈携帯電話〉

※左は携帯電話でも読み取り可能


